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2Ra-5　　　　　　　α一酸化鉄およびカ-ボンブラック汚れの洗浄性と再汚染性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に及ぼすH P Cの効果
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　【目的】一般に市販洗剤中に含まれている再汚染防止剤の役割は，洗浄効率を本質的に向

上させるという意味において重要である。疎水性繊維においては／洗濯時における再汚染

が著しく，それは，界面活性剤やビルダーの種類，繊維基質，汚れの種類などによって大

きく影響を受ける。そこで本研究では，水溶性高分子ヒドロキシプロピルセルロース（HPC）

を用い，固体微粒子汚れに対す･る疎水性繊維の洗浄性と再汚染性を種々の条件において検

討し, H P Cの効果を明らかにしようとした。

　【方法】界面活性剤としてｎ－ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（DBS）を，水溶性

高分子としてH P Cを，固体微粒子汚れとしてα一酸化鉄（和光純薬工業器製）及びカー

ボンブラック（日本油化学協会法人工汚染布用）を，試験白布としてアセテート，ナイロ

ン，ポリエステル布を用いた。人工汚染布は，所定の汚染浴に試験白布を投入し，マグネ

チックスターラーで汚染し作成した。洗浄実験は，洗浄溶液に汚染布，白布及び鋼球を入

れ，洗浄試験機（SJK Laundry Tester B型）により所定の温度及び時間で洗浄した。洗浄

率（Ｄ）及び再汚染率（Ｓ）は，汚染布，洗浄布及び再汚染布の表面反射率を測定し算出した。

【結果】カーボンブラック汚れでは. H P C 濃度とともにＤは大となり, sは小となった。

酸化鉄汚れでは逆の傾向を示した。 H P Cの分子量の効果については，いずれの汚れにお

いても最も効果的な分子量範囲か認められた。繰り返し洗浄においては，洗浄回数の増加

とともにＤは減少し，sは増大した。カーボンブラック汚れでは，H P Cを添加すると，

Ｄは大となり, sは小となったが，酸化鉄汚れでは逆の傾向を示した。
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　目的綸維のぬれは汚れの付着性，洗浄性，吸水性，撥水性など繊維製品の実用性能と

関係した重要な性質であり，表面改質によるぬれの制御が必要とされている。本研究では

表面改質のモデルとしてシランカップリング処理により石英表面を疎水化し，処理後の水

の接触角を測定して処理剤の化学構造とぬれ特性の関係を検討した。また，処理後の石英

にナイロン膜を累積したとぎの接触角変化を追跡し，樹脂によるぬれに関する知見を得た。
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したのち熱処理する操作を繰り返し行った。処理後の石英へのナイロン６膜の累積は，L

Ｂ膜法で垂直浸漬法により行った。シランカップリング処理後並びにナイロン膜の累積

後の石英に対する水の接触角はWilhelmy法により測定した。

　結果　シランカップリyグ処理した石英の接触角は処理回数が増すと増大するが，一定

処理回数以上ではほぼ一定値を示した。この一定値の大きさはシランカップリング剤の化

学構造からのぬれ特性の予想とよく一致し，とくにフッ素系カップリング剤では極めて大

きい接触角を示した。シランカップリング処理石英にナイロン膜を累積すると接触角力殲

少し，膜による表面の部分的なぬれｶﾍﾞ起こっていることが推察された。これは樹脂の付着

による表面改質と捉えることができるか累積後の時間経過とともに接触角力竣化する傾

向力癈1められ，膜形成分子の再配向か示唆された。一方，カップリング処理による表面改

質では接触角の経時変化は認められなかった。
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